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１．研究計画の概要 
「永楽三大全」は宋～明初の経学・性理学の
成果を集大成した書物であり、その精確な理
解抜きに永楽年間以降の中国はもとより東
アジア儒教文化圏の学術・思想の正確な把握
は不可能であると言える。しかしながら、そ
の重要性に比して、従来の研究の蓄積は極め
て不十分な状況にある。そこで、本研究にお
いては、「永楽三大全」中の各「大全」につ
いて、それぞれの「大全」が基づいた藍本の
問題や引用文献の種類・内容といった根本的
な問題について基礎的な考察を行うことを
通じて、「永楽三大全」の特質を明らかにす
ることを第一の目的としている。また、それ
だけには止まらず、「永楽三大全」に対する
基礎的な研究を通じて、明永楽年間以降の中
国はもとより東アジア儒教文化圏の学術・思
想の特質に関わる諸問題にも随時研究を広
げることを目指している。 
 
２．研究の進捗状況  

１９年度から当初の計画に従い『詩伝大
全』『春秋大全』『周易大全』『書伝大全』
『礼記大全』『四書大全』の順に、「永楽三
大全」中の各「大全」について、それぞれが
基づいた藍本の問題や引用文献の種類・内容
といった根本的な問題について基礎的な考
察を行った。そして、藍本の問題については
『四書大全』を除きほぼ考察を終えることが
できた。その結果、『四庫全書総目提要』や
『日知録』等に見られる「永楽三大全」に関
する指摘を修正あるいは補足できる知見が
少なからず得られた。なお、この研究を通じ
て得られた「永楽三大全」の特質の概略につ
いては、その一部を２２年度に出版予定の著

書（共著）の中で発表予定である。また、「五
経大全」については、国会図書館に蔵される
明内府刊本の版本調査も行った。    

本研究の主な目的は「永楽三大全」の内容
の考察であるが、それに加えて明永楽年間以
降の中国はもとより東アジア儒教文化圏の
学術・思想の特質に関わる諸問題にも必要に
応じて随時研究を広げることを目指してい
る。その関連の研究成果としては、「四書」
学をめぐって王守仁の「大学古本序」執筆の
思想的背景について考察した研究（「王守仁
の白鹿洞書院石刻をめぐって―「大学古本
序」最終稿の所在」）、また、「四書大全」
の解釈に準拠することが求められた明代の
科挙試験の制義に「四書大全」の学説を逸脱
する内容の答案を書いた楊起元という人物
の思想について考察した研究（「明代科挙と
陽明学―楊起元の制義を中心に」）、さらに、
「永楽三大全」が受験用のテキストに指定さ
れていて答案作成の際に実際に「三大全」が
使われていた明代会試における答案審査の
観点について考察した研究（「明代会試判巻
標準考」）等を行い、学会や学術雑誌で発表
した。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 

 （理由）成果の一部を「永楽三大全」の引
用書目として発表する予定であったが、そ
の体例が煩瑣になりすぎて整理に手間取
っているため。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 「三大全」が基づいた藍本の問題や引用文
献の種類・内容といった根本的な問題につい
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て基礎的な考察を行うことを通じて「永楽三
大全」の特質を明らかにする研究は、最終年
度も継続して行う。但し、「永楽三大全」に
ついては、『四庫全書』本のテキストデータ
が割合廉価で分売されるようになり、以前に
比べて個人での入手が極めて容易になって
いる。そのため、細かい引用書目を作成する
のではなく、普及しつつある「永楽三大全」
のテキストデータを活用しやすくなるよう
な研究成果のまとめ方を改めて検討しなが
ら残された期間の研究を遂行したい。 
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